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近世後期江戸語終助詞「ナ」の意味
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しでも3-4で触れることにする。
表l 江戸後期作品における終助詞「ナjと複合的用法の「ナJ




合計 は十 はいナ かナ かいナ がナ いナ てナ やナ ぜナ よナ さナ 合計
辰 。（
遊 。 〆 O 。 0 c 
風 87 10 3 10 157 6 18 。 I 10 2 213 315 
床 37 31 0 79 17 
梅 6 a お 。 0 3 日
ま辰 49 24 3制 41 0 1: 0 10 。。ω148 
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表2 終助詞「ナJ文の分類
I類 E類 皿類（右は命令＋ナ）
辰 2 1 2 。
i持 1 2 1 。
風 54 23 10 15 
床 28 4 5 1 
梅 4 。3 13 
春辰 12 9 28 35 
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湯から出ていてもおかしくないはずの「泥」がまだ湯のなかにいるので、話し手側に
不安定さが生じ、それを安定させるため、相手に話したと思われる。ここで示される
情報は相手が持っていると見込んでいる情報ではなく、また、共有しようとしている
ものでもない。あくまで、自分側に生じた情報の不安定さを安定したものとなるよ
うに押し付け・評価・確認・命令などを行い、情報を安定させようとしているものであ
る。このように「ナjと「ネ」の対照という面からみても、「ナJの意味はさきにみた「話
し手に入った情報が自分にとって不安定なものなので、それを安定させようと して
いる過程を示す」という意味であると考えられる。
5.おわりに
近世後期江戸語終助詞「ナ」の意味を知るため、「ナ」が用いられた文の状況を考察
した結果、次のような場面で使用されたことが明らかになった。
1）話し手がおかれた状況を理解しようとする時に用いる (I類）
2）話し手に生じた疑問についてその解決策を探ろうとする時に用いる （Il類）
3）話し手がおかれた状況を理解しようとするが、充分に納得できず、相手に話し
て、その状況を安定させようとする時に用いるcm類）
これらの共通点をまとめると、「話し手が得られた情報や相手を取り込む際に自分
の経験を参照し、そのときに自分側に生じた不安定なものを安定させようと してい
る過程を示すJということになる。これが終助詞「ナJの基本的な意味であると思われ
る。また、類似する用法を持つ「ネ」と比較すると、「ネ」は話し手が情報を共有しよう
とするもので、聞き手の存在が必要であるが、「ナjは自分側に入った情報に対して判
断するものなので、聞き手がなくても用いられる。
このような江戸語の「ナ」は、現代語の「な」に対する研究、例えば佐治圭三（1991)の
「聞き手めあてで、話しかけ問いかける気持」を表すという用法、陳常好（1978）の「聞
き手によって、話し手が自分の認識を確かなものにする」という用法などと大きな差
があるように思われる。
また、江戸語には命令形の後にも用いられるが、現代語にはその用法は衰退してい
ることなど、現代語との対照が必要とされる。これらは今後の課題としておく。
注
1.中野伸彦（1993）は自閥系疑問文について、「あれ、どういうんだったかなJのような例を挙げ、次のように定
義している。
74 近世後期江戸語終助詞「ナJの意味
半ばは他者に向かつて問いかけながらも、半ばは、話し手自ら答えを考えようとするものも含めて、専ら
他者へ向かつて問いかけるのではなく、話し手自ら答えを求めようとする内向きの性格を持った疑問文。
2テキストは「浮世床」（床）と「遊子方言」（遊）は日本古典文学全集、「辰巳之園」（辰）、「浮世風呂J（風）、「春色
梅児誉美」（梅）、「春色辰巳闘J（春辰）は日本古典文学大系による。以下の引用では作品名は（ ）内の略称で
示し、（ 〉内に話し手→聞き手を示す。数字はページ・行である。
3.黄孝善（2013）は、江戸語「は」の意味を「状況の中から生じた「ずれ」を話し手が表出する」としている。ここ
での「ずれJとは「話し手が想定していることと合わないこと」である。
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